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仙石原湿原環境調査報告書

一 地質調査の部 一
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(Abstract)

Hand drillings from l m to 3 m depth were made at the Sengokubara area,northem part

of the Hakone Caldera, to study the geologic devebpment of the Sengokubara‐ Moor.

The moor deposits are accumulated in shanOw ditches formed in eroded vOlcanic ash layers

which were derived from the Fuji volcano. The a∝ umulation of the moor deposits mostly∞ mposed

of black humus and alternated with several thin layers of gravels seems to be taken place in this

l,600 years.
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はじめに

箱根火山は南北12■,東西 8腕のカルデラをもつ複成火山である。仙石原はカルデラの北端に位置

し,中央人口丘と外輪山にかこまれ,仙石原の中央部を横切って早川が流れている。

昭和 9年,仙石原にひろがる湿原植物群落の一部が,国の天然記念物に指定された。しかし,近年,

仙石原地域の開発が進むに従い,湿原内の地下水位の低下,水質の変化,土砂の流入等により,湿原

は僅かとなり,草原へと変化している。文化財指定地も土砂の流入等により,湿原としての環境に変

化をきたしている。

神奈川県農政部自然保護課は,湿原保護の立場から,昭和51～52年度にわたり,仙石原湿原環境調

査を計画した。この計画は,仙石原湿原の環境を,植生,上壌,地質,水質,水位観測等の各分野に

わたって調査しようとするものである。

この報告書は,仙石原湿原環境調査の一環としておこなった試錐結果の中間報告である。

仙石原付近の地質

箱根火山の地質については久野 (19Ю,1951,1952Hの 詳細な研究がある。久野の研究以後,芦ノ

湖をせき止めた神山山崩れ堆積物について,二,三の新らしい事実が見出された(大木・袴田,1975)。

仙石原湿原の成因に関しては,大木・袴田 (197の,袴田 (1976)の 報告がある。 これらを総合する

と,仙石原周辺の地質層序は,上部より次のようになる。

ローム層 茶褐色ロームで,下部に砂沢スコリア,仙石スコリアと呼ばれるスコリア層 を扶在す

る。

大涌谷火砕流 神山山崩れ堆積物をおおう厚さ数1∝露の人山礫層で,わずかに発泡した灰色の安山

岩角礫のみの集まりで,木炭の小片を扶む。
14c年代は,2,900年前である (大木・袴田,197D。

神山山崩れ堆積物RCC9)安山岩の角礫,粘土等よりなり,礫に温泉余土が付着している。
14c年

代は3,1∞年前である (大木・袴田,197D。

神山熱雲堆積物nCC5)真黒な岩津安山岩よりなり,炭化木片を含む。
14c年は
",000年

前である

(大木 0袴田,1975).

台ケ岳溶岩類RCC3)溶岩円頂丘を形成している。

仙石原湖湖成堆積物 礫,砂,シル ト,粘土等よりなり,腐植土や木片等を合有する。

古期外輪山溶岩類 (OS)古期外輪山を形成する溶岩類。

試錐結果

試錐はハンド・ オーガーを使用して 9本 (No。 1～の おこなった。試錐位置を図 1に示す。図中,

H-1, 2は ,1975年11月 に箱根町教育委員会が仙石原の調査をおこなったとき,温泉研究所がおこ

なったものである。Bl, 2は 1976年 11月 に国際航業が掘さくしたものである。これらの試錐の一覧
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表を表 1に示す。

掘さく方法

H-1 I 6s6.4e I r.z ハンドオーガー

H-2 1      1 655.04     1.2
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試錐結果を図2-1, 2, 3の試錐柱状図と,

図はBl, 2の資料を使用して描いた。

図3-1, 2, 3の地質断面図に描いた。地質断面

H…2         No.1 No.2

0.40

図 2-1試 雄 柱 状 図 (1)
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NQ7 NQ8 NQ9

図 2-3試 錐 柱 状 図 ③

これらの資料によると,天然記念物文化財指定地周辺の地質は,10層に分類される。浅層部より順

に第 0層,第 1層,………,第 9層 と名付ける。

これら各層の特徴を浅部より記載する。第 1層～第 9層は,試錐Bl, 2で得られた結果をそのま

ま記載する。

第 0層 黒色腐植土を主体とし,砂礫層と互層する。砂礫を混入する部分もある。現在の湿原を形
成する地層である。

第 1層 茶褐色のロームであり,厚さは約 1.5″ , 下部には軽石粒,ス コリア,安山岩の中～細礫
を含む。

第 2層 黄褐～褐灰色のシルト,砂等よりなり,礫,ス コリアを混入する。仙石スコリア,砂沢ス
コリアはこの層に含まれるものと思われる。二次的堆積物を主とする.

第 3層 淡灰～淡茶褐色の砂礫,砂よりなる。礫には温泉余土が付着しているものがあり,緑色を

帯びた粘土層をはさむ所があるのでCC9に属する地層と考える。CC9と する決定的な資料はない。

第 4層 本層は,黒色腐植土層,淡灰色の火山灰等を扶在する粘性土を主体とする層であるが,砂
や礫を混入し,ス コリア層を扶むことがあり,層相変化が激しい。

第 5層 暗灰～褐灰色の礫混りの粗砂よりなり,粘性土を充填することがある。

第 6層 暗灰～暗青灰色の砂礫層を主体とする地層で,稀に腐植物を含む。
第 7層 本層は黒色腐植土を特徴とする粘性土を主体とする地層である。
第 8層 暗青灰色～暗灰色シルト混り砂礫である。

第 9層 上部が腐植物,火山灰層を扶在する粘性土,下部は砂礫層である。     ・

■
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■

■
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図 3-1 図 (1)
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図 3-2地 質 断 面 図 (2)
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図 3-3地 質 断 面 図 (3)

６ 。

　

　

　

　

　

　

　

　

５５

　

　

　

　

　

　

　

　

５。

m

660

655

650

645

640

一
　

・
　

一
　

¨
　

一
　

一
　

一
　

¨
　

¨
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

二

　

一
　

¨

‐匡

100m



102

地質断面図によると,現在の湿原堆積物は第 0層に相当する。この地層は,黒色腐植上を主体とし,
砂礫層と互層している。何枚もの薄い砂礫層が扶みこまれていることは,過去にこの湿原に,砂礫が

何回も流入し,湿原に適した環境と不適な環境が繰り返されたことを示している。
第 0層は第 1層 と第 2層の一部が浸食された凹地に堆積している。第 0層が第 3層 (神山山崩れ堆

積物,C C9,3,1∞年前)を直接おおっている箇所は確認できない。

湿原の歴史

仙石原の各地でおこなわれた試錐資料,各地の露頭,湿生花園での神代杉発掘溝等の調査結果をも
とにして,仙石原全体の歴史を振り返ってみる。

仙石原は湖 (仙石原湖10,000年前)一→沼沢一→湿原 (古仙石原湿原4,000年前)一→森林 (1,600
年前)一→湿原 (現在の仙石原湿原)という過程を経て, 現在の湿原を形成している (大木・袴田
1975,大木・袴田1976,袴田1976D。

広大な面積を占める仙石原湿原のうちで,極あて小範囲な文化財指定地周辺の過去を考えてみる。

早川をせき止めて芦ノ湖を出現させた神山山崩れ堆積物 (第 3層,C C9,3,1∞年前)は,湿原の

下にくまなく分布している。その上にシルト,砂を主として,スコリアを混入する二次的堆積物 (第
2層)が存在する。第 2層のスコリアは,湿生花園での神代杉発掘溝にみられる仙石 スコリア, 砂
沢スコリア (大木・袴田1976)に相当するものかもしれない。砂沢スコリアは,富士山の激しい噴火
の堆積物で,その年代は約3,000年前とされている (袴田197の。第 2層は二次的堆積物であるので,

3,000年前よりは新らしい。

更に第 2層をおおって, ロームを主体とする第 1層が存在する。このローム層は,第 2層堆積後,

富士山の火山灰が断続的に降下したものである。第 1層はかなりの浸食を受け,その凹地に現在の湿

原堆積物 (第 0層)が存在する。

現在の湿原が出現したのはいつごろからであろうか。次の二つの場合が考えられる。

1 台ケ岳北側斜面に湧出していた地下水が,第 2層の堆積末期に第 2層を浸食し,凹地形を作り,
湿原に適した環境になり,現在にいたっている。第 1層 を形成する富士山の火山灰の降下により,一

時的には湿原でなくなった時期も考えられる。

2 第 1層堆積後,第 1層 と第 2層が湧水,地表水等により浸食され,現在の凹地形ができあがり,
湿原化した。

上記二つの場合,一方に決める資料は今のところない。

湿生花園での神代杉発掘溝の資料によると,第 1層に相当するローム層の上位に巨大な神代杉の根
や幹が多数埋没していて,仙石原には杉の巨木の森林があったことを示している。発掘された神代杉
の樹令は340年であった (松浦1976D。 杉の根の直下に見出された土器片は弥生中期 (1800年前)のも
のである。今から千数百年前に, 仙石原は突如として湿原と化したと推定されている (大木・袴田

1976).
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このことと,第 1層の厚さが約 1.5解 あることから考えると,現在の湿原の生成時期は,第 1層堆

積後 (約1,500～ 1,600年前)と考えられる。

その後, 現在の湿原は, 富士山の火山灰の断続的な降下, 台ケ岳方面からの上砂の流入などによ

り,湿原状態,砂原状態を交互に繰り返して現在にいたっていると考えられる。
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